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な
く
そ
う
！
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
集
会
、北
海
道
で
２
回
目
の
開
催

TOPIC　
◇
　
非
正
規
労
働
に
関
わ
る
二
つ
の
問
題
を
テ
ー

　
　
マ
に

　

二
〇
一
八
年
二
月
四
日
（
日
）、
北
海
学
園
大
学
（
札

幌
市
豊
平
区
）
の
教
室
（
七
号
館
二
階
Ｄ
20
番
教
室
）
を

会
場
に
、「
第
二
回
な
く
そ
う
！
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

北
海
道
集
会
」が
開
催
さ
れ
た
。
前
回
の
第
一
回
集
会（
二

〇
一
六
年
二
月
二
〇
日
）
か
ら
は
二
年
ぶ
り
と
な
る
。
平

日
夜
や
土
曜
日
に
比
べ
て
聴
衆
が
集
ま
り
づ
ら
い
と
さ
れ

る
日
曜
日
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
約
一
五
〇
人
も
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。
同
日

午
前
に
は
、
主
に
自
治
体
議
会
議
員
を
対
象
し
た
学
習
会

も
開
催
さ
れ
た
。

　

今
次
集
会
の
主
催
者
は
、
前
回
と
同
じ
く
、「
札
幌
市

公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
会
」（
代
表
＝
伊
藤
誠
一

弁
護
士
）
を
中
心
に
、
市
内
の
労
働
組
合
、
弁
護
士
団
体
、

市
民
団
体
、
研
究
機
関
な
ど
全
一
一
団
体
が
構
成
す
る
実

行
委
員
会
（
代
表
同
）
で
あ
る
。
当
研
究
所
も
、
二
〇
一

四
年
度
か
ら
所
内
に
設
置
し
て
い
る
「
非
正
規
公
務
労
働

問
題
研
究
会
」（
主
査
＝
川
村
雅
則
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）

の
活
動
の
一
環
と
し
て
実
行
委
員
会
に
参
画
し
、
企
画
・

運
営
に
協
力
し
た
。

　

今
次
集
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
は

二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
、
自
治
体
の
い
わ
ゆ
る
非
正
規
公
務
員
に
関
わ

る
問
題
で
、「
地
方
公
務
員
法
」
お
よ
び
「
地
方
自
治
法
」

の
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
導
入
が
決
め
ら
れ
た
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
は
二
〇
二
〇
年
度
施
行
と
さ
れ
て
お
り
、
各

自
治
体
は
現
在
、
こ
の
新
制
度
を
従
来
の
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
制
度
に
代
え
て
導
入
す
る
た
め
に
、
所
要
の
検
討

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
制
度
は
、
従
来
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
制
度
と
比
べ
る
と
、
勤
続
期
間
の
上
限
年
数
が
撤

廃
さ
れ
る
、
空
白
期
間
の
設
定
が
な
く
な
る
、
と
い
っ
た

一
定
の
改
善
効
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、

同
じ
職
種
に
就
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
条
件
付
き

採
用
期
間
が
毎
年
一
カ
月
設
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
、
い
く

つ
か
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体
の
非
正
規

公
務
員
は
、
公
共
民
間
労
働
者
や
公
共
工
事
従
事
者
な
ど

と
並
ん
で
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
の
主
た
る
当
事
者

を
占
め
る
と
こ
ろ
、
新
制
度
の
明
暗
を
見
極
め
な
が
ら
、

各
自
治
体
で
の
取
り
組
み
や
職
員
労
働
組
合
の
対
応
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

集
会
テ
ー
マ
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
民
間
の
有
期
雇
用

労
働
者
に
関
わ
る
領
域
で
、「
労
働
契
約
法
」
の
二
〇
一

二
年
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
無
期
転

換
ル
ー
ル
」（
第
一
八
条
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
有
期
雇

用
労
働
者
は
「
同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
通

算
契
約
期
間
が
五
年
を
超
え
る
」
場
合
、「
労
働
者
が
、

当
該
使
用
者
に
対
し
、
現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労
働
契

約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
満
了

す
る
日
の
翌
日
か
ら
労
務
が
提
供
さ
れ
る
期
間
の
定
め
の

な
い
労
働
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
使
用

者
は
当
該
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
規
定
は
二
〇
一
三
年
四
月
以
降
の
有
期
労

働
契
約
が
適
用
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
同
規
定
に
従
っ
た

最
初
の
無
期
転
換
者
が
現
れ
る
の
は
順
当
に
行
け
ば
二
〇

一
八
年
四
月
に
な
る
。
有
期
雇
用
労
働
者
の
不
安
定
な
働

き
方
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
法
改
正
の
趣
旨
だ
っ
た
は

ず
だ
が
、
現
状
を
見
渡
す
と
、
逆
に
通
算
雇
用
期
間
が
丸

五
年
を
迎
え
る
時
点
で
の
雇
い
止
め
や
、
空
白
期
間
を
挟

ん
で
の
通
算
雇
用
期
間
の
リ
セ
ッ
ト
（
ク
ー
リ
ン
グ
）
と

い
っ
た
脱
法
行
為
が
横
行
す
る
と
い
う
展
開
を
見
せ
て
い

る
。官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
か
ら
は
や
や
離
れ
る
が
、

一
部
の
大
学
な
ど
で
大
量
解
雇
の
方
針
が
提
示
さ
れ
る
な

ど
の
情
勢
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
八
年
春
と
い

う
時
期
に
お
け
る
差
し
迫
っ
た
課
題
と
し
て
、
今
次
集
会

テ
ー
マ
の
二
つ
目
の
柱
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
◇  

改
革
骨
抜
き
の
民
間
部
門
、
改
革
に
逆
行
す

　
　
る
公
共
部
門

　

今
次
集
会
の
構
成
は
、
①
基
調
提
起
、
②
現
場
の
取
り

組
み
の
報
告
、
③
東
京
・
大
阪
か
ら
の
報
告
と
連
帯
の
あ

い
さ
つ
、
の
三
本
立
て
。

　

第
一
部
の
川
村
雅
則
・
北
海
学
園
大
学
教
授
に
よ
る
基
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調
提
起
で
は
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
現
状
分
析
と
今

次
集
会
の
意
義
が
語
ら
れ
た
。

　

ま
ず
無
期
転
換
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ

る
の
か
、
も
っ
と
言
え
ば
、
当
事
者
も
含
む
労
働
者
へ
の

周
知
が
ど
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
か
、
使
用
者
側
の
対
応

が
ど
れ
ほ
ど
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
客
観
的

な
数
値
を
提
示
し
な
が
ら
紹
介
さ
れ
た
。

　

一
方
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
に
「
任
用
」
さ
れ
る
非
正
規
公
務
員
と
い
う
立
場
の
難

し
さ
と
、
民
間
よ
り
も
さ
ら
に
改
革
が
後
れ
て
い
る
公
共

部
門
の
現
状
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
上
で
、
地
方
行
革

に
よ
る
地
方
公
務
員
の
削
減
を
背
景
と
し
て
非
正
規
公
務

員
が
増
加
す
る
な
か
で
、
そ
の
労
働
条
件
を
い
か
に
安
定

化
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
新
制
度
が
そ

れ
に
資
す
る
も
の
に
な
る
た
め
に
は
各
自
治
体
の
職
員
労

組
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ

た
。

　

続
く
第
二
部
の
「
現
場
の
取
り
組
み
の
報
告
」
で
は
、

九
つ
の
団
体
の
関
係
者
が
登
壇
し
、
公
務
職
場
等
に
お
け

る
非
正
規
労
働
者
の
組
合
組
織
化
や
労
働
条
件
の
改
善
の

取
り
組
み
（
東
神
楽
町
社
協
職
員
組
合
、Ｊ
Ｐ
労
組
、さ
っ

ぽ
ろ
公
サ
労
）、会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
対
応
（
札

幌
市
労
連
）、
無
期
雇
用
転
換
に
関
す
る
市
民
向
け
講
座

の
開
催
（
札
幌
地
区
労
連
）
や
先
進
的
な
実
践
（
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
）
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
道
内
大
学
に
お
け
る
無
期
雇
用
転
換
に
関

わ
っ
て
は
、
非
常
勤
職
員
の
「
原
則
無
期
転
換
」
を
す
で

に
実
現
さ
せ
た
室
蘭
工
業
大
学
職
員
組
合
の
執
行
部
関
係

者
か
ら
は
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
大
学
の
現
行
方
針
を
撤

廃
さ
せ
る
運
動
に
取
り
組
む
北
海
道
大
学
教
職
員
組
合
の

執
行
部
関
係
者
か
ら
は
、
同
方
針
の
内
容
と
撤
廃
運
動
の

現
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
回
の
現
場
報
告
で
あ
ら
た
め
て
確
認
さ

れ
た
の
が
、
自
治
体
の
物
品
調
達
を
通
じ
た
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
の
発
生
の
実
態
で
あ
る
。
全
印
総
連
北
海
道
地

連
の
執
行
部
関
係
者
か
ら
は
、
官
公
需
印
刷
物
の
受
発
注

に
お
け
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
実
態
と
、
こ
う
し
た
実
態
を
適

正
化
す
る
た
め
に
、
公
契
約
条
例
の
制
定
、
官
公
需
印
刷

物
へ
の
同
条
例
の
適
用
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

  

第
三
部
の
「
東
京
・
大
阪
か
ら
の
報
告
と
連
帯
の
あ
い

さ
つ
」
で
は
、
東
京
や
大
阪
で
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問

題
に
取
り
組
む
団
体
の
関
係
者
な
ど
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
の
報
告
と
今
後
の
連
帯
へ
の
呼
び
か
け
が

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会

の
白
石
孝
理
事
長
か
ら
は
、
非
正
規
公
務
員
の
公
務
災
害

補
償
制
度
に
つ
い
て
、
多
く
の
自
治
体
で
、
正
規
公
務
員

と
非
正
規
公
務
員
の
間
に
、
適
用
の
有
無
や
補
償
内
容
に

お
い
て
差
別
が
あ
る
と
い
う
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
同
研

究
会
で
は
今
後
、
こ
の
問
題
で
全
国
の
自
治
体
を
対
象
と

す
る
実
態
調
査
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と

で
あ
り
、
北
海
道
も
含
め
、
各
地
の
関
係
団
体
な
ど
へ
の

協
力
の
求
め
が
あ
っ
た
。

  

ま
た
、
大
阪
か
ら
参
加
し
た
森
岡
孝
二
・
関
西
大
学
名

誉
教
授
か
ら
は
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い
う
言

葉
に
は
広
義
と
狭
義
が
あ
り
、広
義
に
は
あ
ら
ゆ
る
格
差
・

貧
困
問
題
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
し
て
、
公
共
部
門
と
民

間
部
門
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
広
い
運
動
展
開
を
こ
れ

か
ら
も
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

本
集
会
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
書
は
、
川
村
教
授
に
よ

り
二
〇
一
八
年
四
月
に
作
成
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。
当
研

究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

http://w
w

w.hokkaido-jichiken.jp/04/kenkyu_hiseiki.htm
l
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